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                   平成２６年１月２８日 

                         農林課  

                         ０７４２－３４－５１４２ 

 

お茶と出会いと奈良を楽しむ一日 

「大和茶deお茶コン＠奈良」の開催について 

 

 

 奈良市では、地元の食材を使ってまちを活性化させる「食プロジェクト@ 

奈良」を平成２５年１０月より開始。庁内の若手職員がメンバーとなり、奈良の食

材の普及やブランド化を目指しさまざまな取り組みを検討していますが、その第１

弾として大和茶を題材としたイベント「大和茶deお茶コン＠奈良」を開催します。 

 

 このイベントは、大和茶について広く知ってもらうことを目的に企画。日常生活

で「急須で入れたお茶」を飲むことが少なくなった若い世代に、有名な西大寺の「大

茶盛」の体験や奈良ホテルでの「茶がゆ」の昼食、大和茶や奈良に関するクイズを

解きながらのならまちの街歩きや煎茶入れ方講座を楽しんでもらい、お茶に親しみ、

大和茶について知っていただこうというものです。いわゆる「街コン」の要素を取

り入れ、男女グループでコミュニケーションをとる仕掛けを加えて、お茶と出会い

を楽しめるイベントとしました。 

 

 日 時  平成２６年３月８日（土）午前１０時～午後５時（予定） 

 

 対 象  ２０歳代～４０歳代までの男女各２０人 

 

 費 用  ３，５００円（大茶盛体験代、昼食・ケーキ代実費） 

 

 申し込み方法  メールかファクスで  

①氏名、②年齢、③性別、④住所、⑤連絡先の電話番号を書い

て農林課内 プロジェクト事務局まで 

応募締め切りは２月２１日、多い場合は抽選 

 

 



 内 容  午前１０時～  西大寺で大茶盛体験 

         受付後、直径３０ｃｍ以上の大茶椀で、周囲と協力しなが 

ら抹茶を味わう「大茶盛」を体験します。 

 

      昼食   奈良ホテルにて茶がゆの昼食 

         バスで奈良ホテルまで移動し、旧館内の簡単な見学の後、 

奈良に古くから伝わる茶がゆを中心としたメニューの昼食。 

     

      午後１時半ごろ～ 「茶リエンテーリング」 inならまち 

         昼食後、グループに分かれ「茶リエンテーリング」によるなら

まちの街歩きを楽しんでもらいます。最終的には指定された茶舗

で「大和茶」を手に入れます。 

      ※「茶リエンテーリング」 ルール 

       ①奈良ホテルで最初の指令書とお茶や奈良に関するクイズの出

題を受けます。指令書にはならまちのスポットが指定されており、

グループはそこに行ってクイズの答えを待っているスタッフに回

答します。正解であれば次の指令書とクイズの出題があります。

街歩きの中で指定された茶舗に行き、クイズに正解すれば「大和

茶」が手に入ります。制限時間内に「大和茶」を手に入れて奈良

ホテルに帰ってきます。時間は１時間半程度を予定。 

 

    午後３時半ごろ～  奈良ホテルで煎茶入れ方講座と交流会   

       「茶リエンテーリング」で手に入れた大和茶を、日本茶インス

トラクターの指導のもと、自分たちで入れてケーキとともに味わ

います。自宅でおいしくお茶を入れるコツを教わり、入れたお茶

をお互い味見し合うなど、お茶を仲立ちとした交流もできます。 

       ケーキは２月１日から３月１４日に奈良ホテルで開催される

「奈良の苺フェア」により、奈良の苺「古都華（ことか）」を使っ

た期間限定のものを提供する予定です。 

 

予算  １００千円 

 

 

 

 



※「食プロジェクト＠奈良」について 

奈良市産の「食材」を活用して、地元産品の販路拡大と「食」という新しい観光

資源の開発を目的に、事業を展開するプロジェクトを平成２５年１０月に開始し、

庁内横断でプロジェクトチームを結成しました。 

メンバーは農林課の担当者３名を中心に、総合政策課、協働推進課など「まちづ

くり」に関わる課と、商工労政課、観光戦略課という観光経済関係の課から、入庁

１年目～４年目程度の若手職員を中心とした１０人で構成しています。 

アドバイザーに「IYEMON  CAFÉ  KYOTO」を企画プロデュースした島田昭彦氏を迎

え、現在は「大和茶」と「苺」をテーマに施策の検討と事業化に取り組んでいます。 

 

株式会社クリップ 島田昭彦氏プロフィール 

『おもてなしを世界語に』をモットーに京都・東京・ 

海外、観光、海外進出支援などを行う事業プロデューサー。 

京都市中京区生まれ、実家は代々紋章工芸職人。 

東山高校、立教大学卒業後、文藝春秋スポーツ総合誌『 

Number』 編集部に10年在籍。 

幾多の海外取材で京都の魅力を再発見、2002年より京都の魅力を世界に、世界の方

を京都に招くため、自ら国内外の多数のメディアに出演し、情報発信しておられま

す。 

著書 

・『できる人は皆やっている一流の人脈術』（明日香出版社） 

文化貢献 

・京都おもてなし大使 ・京都府広報アドバイザー ・京都カラスマ大学顧問 

・京都精華大学非常勤講師 

 

※日本茶インストラクターについて 

 日本茶インストラクターとは…日本茶の全てにわたる知識及び技術を兼ね備えた

日本茶の専門家。（日本茶インストラクター協会認定） 

                    参考：日本茶インストラクター協会奈

良県支部 2013年4月現在６５名 

今回ご協力いただく日本茶インストラクターの方々 

井ノ倉 光博 氏  株式会社テーィーファーム井ノ倉 代表（奈良市月ヶ瀬） 

             2013関西茶品評会 農林水産大臣賞受賞 

久保田 清徳 氏  農事組合法人グリーンウェーブ月ヶ瀬 所属（奈良市月ヶ瀬） 

             2013 全国茶生産青年団茶審査技術競技会 農林水産大

臣賞獲得 

軽 井 清隆 氏  奈良市テクノグリーン茶生産組合 所属（奈良市柳生下町） 

             2010全国茶品評会 農林水産大臣賞受賞（軽井茶園） 


